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「ＵＲ都市機構フォトコンテスト 2025」結果発表 

645 点の応募作品から受賞作品 24 点を決定！ 
 

独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」）は、令和７年３月 14 日から７月 23 日

まで「くらしがある、笑顔がある。」をテーマに、「ＵＲ都市機構フォトコンテスト 2025」を開

催しました。 

復興部門は東日本大震災からの復興支援の一環として東北の「今」を伝える写真を、団地部

門は日本全国のＵＲ賃貸住宅に住まう人々の「今」を伝える写真を、郵送、メール、Instagram

で募集し、全国から 645 点（復興 229 点、団地 416 点）に及ぶ多数の応募をいただきました。

その中から、審査員及びＵＲ都市機構職員等の審査により、今般、復興、団地各部門大賞１作

品のほか、優秀賞３作品と入賞８作品（キッズ・ジュニア賞を含む）を決定しましたので発表

します（詳細は別紙）。 

 

【大賞受賞作品】 

復興部門 大賞 

『孫達にも伝えたい』 

（福島県石川郡古殿町） 

柏舘 健さん 

団地部門 大賞 

『ずーーーっと住みたい！』 

プラザシティ相模大野（神奈川県相模原市） 

みかさん 

 

 



＜作品メッセージ＞ 

「古殿町のある地域では今でも数珠繰りを開

催しています。参加者の高齢化が進み、開催継

続自体が難しい状況にあるのですが、子供や

お孫さんにも参加してもらい、伝統行事を続

けたいとの想いがあるようです。この日はお

孫さんが二人も参加して楽しい中で行われて

おりました。」 

 

＜審査員講評＞ 

「東日本大震災の被災地には、多くの文化財

と伝統芸能行事が数多く残っている。古殿町

も縄文時代からの歴史をもつ古い町である。

作品は、お孫さんと親族や地域の人々が集ま

って「数珠送り」に興ずる場面であり、お孫さ

んの顔を皆が笑顔でのぞき込んでいる表情に

喜びと共に伝承したいという作者の強い思い

が込められた絶品である。（池邊このみ）」 

＜作品メッセージ＞ 

「長女の部屋が必要になり、同じ団地内でお引

っ越し 16 年住んだ前の部屋との違いにわく

わく 広い！キレイ！部屋が増えた！ キレ

イに住みたい気持ちが強く、入居前はフル掃除 

長女も積極的に掃除に参戦」 

 

 

 

＜審査員講評＞ 

「長女さんの部屋が必要となり、同じ団地内で

の引越し。長女さん自らが丁寧に床を掃除して

います。まだ家具なども運ばれていないピカピ

カのお部屋。そこに彼女は様々な夢を描いてい

ることでしょう。そっとカメラを向けたい日常

とはこんなシーンです。モノや空間に伝わる愛

しさ。そこにはかけがえのない家族の記憶が残

ります。（大西みつぐ）」 

  

その他受賞作品の詳細はＵＲ都市機構ホームページまたは Instagram 公式アカウントをご

確認ください。 

https://www.ur-net.go.jp/aboutus/action/photocontest/2025/result/ 

https://www.instagram.com/ur_toshikiko 

 

 

 

 

 

UR都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホルダ

ーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通して、

「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課題に

挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと

考えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・

賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

 

https://www.ur-net.go.jp/ 

お問い合わせは下記へお願いします。 

本社 広報室 報道担当    （電話）０４５－６５０－０８８７ 



「ＵＲ都市機構フォトコンテスト 2025」概要 

名称 ＵＲ都市機構フォトコンテスト 2025 

主催 独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構） 後援 国土交通省、復興庁 

作品募集期間 令和７年３月 14 日～令和７年５月 23 日 応募作品数 645 点（復興 229 点 団地 416 点） 

作品 

イメージ 

（復興部門）・東北の復興を感じる場面 ・東北での生活がうかがえる場面 

（団地部門）・四季折々のＵＲ賃貸住宅の風景 ・ＵＲ賃貸住宅と周辺環境が形づくる風景 

・ＵＲ賃貸住宅に生活する人々の息づかいが感じられる場面 

審査員 

（敬称略） 

池邊 このみ（ランドスケーププランナー）／大西 みつぐ（写真家） 

／西田 司（建築家）／山田悠人（写真家・インフルエンサー） ※敬称略 

選定方法 審査員及びＵＲ都市機構職員等による審査により決定 

受賞作品 

≪大賞≫ ２点（各部門１点） 

＜復興部門＞ 

 
『孫達にも伝えたい』（柏舘 健さん） 

福島県石川郡古殿町 

＜団地部門＞ 

 
『ずーーーっと住みたい！』（みかさん） 

プラザシティ相模大野（神奈川県相模原市） 

≪優秀賞≫ ６点（各部門３点） 

＜復興部門＞ 

 
 

『大好きな海。』 

福島県いわき市 

 
 

『海への想い』 

岩手県陸前高田市 

 
 

『塗装作業』 

岩手県下閉伊郡山田町 

＜団地部門＞ 

 
 

『秋色スターハウス』 

常盤平 

（千葉県松戸市） 

 
 

『家族で待つ花火』 

リバーピア吾妻橋ライフタワー

（東京都墨田区） 

 
 

『こどもパーキング』 

天王町 

（神奈川県横浜市） 

その他、入賞（キッズ・ジュニア賞を含む 16 点）を選定 

ホームページ https://www.ur-net.go.jp/aboutus/action/photocontest/2025 

 

別 紙 


